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第5回AACA賞 、審査経過並びに審査講評

審査委員長
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内 丼 昭 蔵

會 田 雄 売

池 田 武 邦
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(イ ンダストリアルデザイナーaaca理事)

(日本大学教授 aaca理 事 )

(東京芸術大学学長 aaca理 事 )

審査経過 内井昭蔵

平成フ年度第 5回∧AC∧賞はlll年の
ように9月 30日 に応募を締め切りました

が、合計34点の応募作品が集まりました。

10月 5日第一次審査会を開催、提出資料

をもとに審査を行い応募案を検討の結果

No4 4 分水嶺

No 5 」Tビル

No 7 北の職

No 9 街路、広場照明とその造形の一

連の作品

No1 3 横須賀市役所公園パーゴラ

N□ 17 新宿アイランド

No19 京都府本津町るヽれあい広場

No24 東京海上東日本研修センター

No27 神戸メリケンパーク・オリエン

タルホテル

No23 シーホークホテル&リ ゾートの

アトリウム空間

No29 フアーレ立川

No30 東京都辰巳国際水泳場

ND32 守国市西三荘ゆとりの道整備

以上13作品が選定されました。更に当日

審査を進め現場を見る必要のある作品を

選定し、その結果をふまえて第一次審査

に通つた全作品の中から第二次審査で最

終決定をすることにしました。

現地審査はそれぞれ審査員が分担して作

品を見ることとしました。

その作品は以下の 5点であります。

No 5、 No 9、 No1 9、 No28、 Nl129

11月 24日 に全審査員が各々現地審査を持

ち寄り審査会を開催し、検討を重ね次の

作品を本年度∧∧CA賞に推挙すること
にいたしました。

AACA賞
No,9 街路、広場照明とその造形の

一連の作品

永原 浄氏

AACA賞 特別賞
No29 フアーレ立川

(垂
壁ポ華馨能冨扇糞曇業)
住宅・者5市整備公団 東京支社

Jり ||フ ラム氏

(アートプランナー)

No.5 」Tビル

蠅日建設計

総評 内丼昭蔵

永原氏は長年、照明並びに灯具のデザ

インを手がけられ、その高度の技術を経

験の中で洗練せられ、みことなアートに

まで高められた点が高く評価されたもの

であり、特に街路、広場照明とその造形

の一連の作品として提出された作品は∧

AC∧が求める環境の芸術化に対し応え
られたみことな作品といえます。

心よりお祝い申し上げます。

この本賞については本年はもう一つ有

力な候補がありました。それは「京都府

木津町ふれあい広場J欄都市景観設計の

応募案であります。竹林をモチーフに実

際の竹林と共に広がりのある空間の中に

ステンレスパイプを立て、その一部はパ

イプに風穴をつくり、風によって笛のよ

うな効果を出したサウンドスケープと一

体イヒした町営の広場とモニユメントであ

りました。造形的にも着想もすぐれたも

のでしたが、残念なことはその広場にデ

ザインとは無関係に町が公衆便所をつく

ったり、彫亥」をもデザイナーとの相談も

なしにつくられたりして全体のイメージ

を著しく破壊していることでありました。

これはデザイナーやアーティストが正

当に発注者とつながつていないことによ

る悲劇であり、また町も環境芸術の意味、

ランドスケープに対する意識を著しく欠

いているのが原因ではないかと感じまし

た。デザインや着想がいくらよくても、

このような公共芸術がつくれるプロセス

をあやまるとこのような残念な結果とな

ることを私達はもっと社会に訴えたいと

思います。

今回は特別賞が二つになりました。

「フアーレ立川」は “アートプランナ

ー"と いう立場の北川フラム氏が92名の

アーティストにより 109ケ所に作品をお

くといつた、あたかも街の空間を開かれ

た美術館にしてしまうという大変ユニー

クな発想であります。この試みはみ l~と

に成功したと思います。このようなアー

トプランを企画することの重要性は誰も

が解ることですが、ややもすれば環境や

景観というパブリックなlBl面より芸術作

品の売り込みといつたビジネス的倶J面か

強くでる危険性があることも事実である。

A∧ C∧賞の応募される中でアートコー

ディネートプランナー的な立場の方が多

いのですが、中には画廊的な発想での企

画運営があり、いつも審査会では問題と

なつています。

アートプランナーはどのような根拠で、

又どのような方法でアーティストを選ぶ

かということも明らかにすべきだし、そ

のアートがその場にあ、さわしいかどうか

をアートプランナーははつきりと判断す

る能力がなければならないと思います。

問題はコーディネートという機能的役害J

を意識し、守るかということでしよう。

「JTビル」の場合は建築という大き
な秩序の中に組み込まれたアーティスト

の作品であり、これは「まち」という「ゆる

い秩序Jの中にアートがおかれる場合と

は異なり、建築空間という八―ドな秩序

の中にアートが選ばれるわけであります。

コーディネーターはアーキテクトであり

ます。「アートJはそれぞれに独立してい

るとはいえ全体の建築空間の部分として

全体にかかわつています。これは本来の

アートやデザインのあり方ですが、反面、

「ひらかれた都市空間」との連続性がと

りすらく、アートの自律性が損なわれる

危険性もあり閉鎖的になりがちでありま

す。」Tビルはこの点がうまく処理され、

霞ヶ関ビルの足元やアメリカ大使館や」

一 |―



ETOROの ビルなど周辺―帯が一つの
まとまつた都市的空間となりました。こ

のことをみても解るように、立派に成功

した例と思います。パブリックアートと

いう以上、正しい作り方、正しいプロセ

スが必要なのではないでしょうか。アー

トプランナーやマスターアーキテクトと

いつたコーディネーションをする立場の

人の責任は大きいし、この職能の確立が

問われているのではないでしようか。

「街路、広場照明とその造形の一連の

作品」

近頃は様々な建造物に、夜のライКア

ップが施され、町にアクセントを付けよ

うとする試みが一つの流行となっている。

これは嬉しい現象である。併し、反面、

依然として歩道の路面や、街路照明に対

して、充分なデザイン的配慮がはらわれ

ていると思われない。

不愉快な色彩の歩道デザインや、いか

にもデザイン々した冷たい街路灯、おま

けに近くの商店街などで年末商戦にさき

がけ、プラスチツクのピラ々で万艦飾の

グロテスクな街灯に取り変えられている

のを見て、うんざりさせられている人も

多いと思う。云うなれば、街路照明は町

並みを美しくする為のキーポイントであ

るにもかかわらず、貧相な状態で放置さ

れていると云えるだろう。

最近の永原 浄氏の手による一連の街
路照明は、我々の生活に潤いを与えてく

れるものである。造形作家として、照明

具の優れた作品を沢山世に出して来た作

家であり、特に最近の作品では色ガラス

を使つた優しい表情の仕事が多くなつて

来た。

今回受賞の対象になった作品群はステ

ンレスの形態を研ぎ澄まされた廃体とす

れば、組み込まれたベネチュアガラスは、

柔らかくそしてちよつびり華やいだメイ

キヤツプの様に上品な調和を見せている。

永原氏の作品には、何より充分な経験

に裏打ちされた華麗さと安心感がある。

街路照明が機能を越え、人の心に温かさ

を与える作品としての存在感に対し、今

回の授賞決定に賛意が深まった所以であ

る。

名古屋メインス トリー ト

広小路街路灯

恵比寿ガーデンプレイス
シティフラツク

天王洲アイル街路灯 浜松アクトシティ
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フアーレ立川は、立川基地を中心とし
た住宅・都市整備公団による第 1種市街
地再開発事業であり、そこで展開された

36ケ国92人の作家による 109点におよぶ
アート計画が「開かれた美術館」として

話題を呼んだプロジェクトでぁる。いわ
ゆるパブリックアートの事例としては日

本最大の規模であり、世界でもlrlを見な
いプロジェクトだとぃぇる。

現地審査では、新しく更新された街区
に文化性を付与するというコンセプКは

よく理解できたが、建築計画との連携の

面では疑間に感じる場画が多々あった。

しかし、単に建築デザィンの特徴づけ

のためにアー R計画を位置づけるのでは
なく、車止めや換気塔などの建築機能物
を積極的にアート化するという取り組み

は目新しい。

建築計画に対してアーК計画のスター

トが遅れた事情を考えれば、これは建築
との関係性を緊密にする有効な手法であ
つたろう。

また、駅前とはいえ、人の動線を確保
しにくい事業地の中で、つねに人々の賑

わいが生かされていることを評価したい。
これは、作品を設置するという従来の考
え方ではなく、作品を人間精神の具現と

して提え、街区利用者との関わり方を意
識した北川フラム氏のプランの結果とい

える。いわば作品が人間の友達として機
能しているのだが、ここでは作家の出自
が広く世界をlig羅し、表現も多様である
ことが、さらに効果を高めているようだ。
街区としての発信性を確保するために、
パブリックアートが少なからぬ可能性を

持つとぃぅことは、このプロジェクトに
よつてはじめて議論の場にのぼることが
できた。

今後の日本におけるパブリックアート
を考える上で、貴重な契機を与えたこと
に対してAACA賞 特別賞を贈ることと
した。

田中 信太郎Os Anzal

IFPOs A∩ zal

タン・夕・ウーos Anzal

牛島達治・Ill健司Os∧Πza 手前よ り新宮 リチャードゥィルソン・ジャン ピエール
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AACA特別賞審査講評栄久庵憲司
「JTビル」

建築雑誌で見る建築の表情は作者の意

図があつてか極めて限定されて写されて

いる。人情とでも言うべきか見自らの生

んだ作品が最もよく見える角度で撮られ

ている。だから現地で実際のものを見る

と時には期待は見事に裏切られ、がつか

りする。写真と雑誌という限界があるの

は重々承知の上だと知りながら中にはサ

ギだと叫びたくなるものすらある。

こんなわけでaacaの審査会は必ず現

地に赴き、直接目で見、手で触れること

にしている。またかというものもあるが、

写真のイメージどおりだとホツとし、遠

路やってきた疲労が癒され、救われた気

持ちになる。東京に住んでいる私にとつ

て東京からのエントリーは楽だ。最近の

ビルは建築途上では幕で覆つて外からみ

えないようにしている。それだけに毎日

倶」を通つている者にとつては期待は大き

く楽しみがある。建物が建てば建つほど

醜くやりきれない東京になるだけに期待

は大きい。裏切られる建築が多いなかで

「JTビル」は格別だつた。
赤坂というビジネス街の密集地、そこ

は歴史とものがたりに充満している。ど

ちらかと言えば患苦しい場所が、開放的

に計画されていたのには救いがあつた。

地上を視覚的に開放したのはいい。建築

自身、多少金属的な冷たさはあるが工作

の精度はよく、空間を形成している彫亥」

達もそそとして置かれ方のプロポーショ

ンがいい。ここまでは他の地にあるビル

とあまり異なるところはない。言うなれ

ば写真どおりということだ。ただ一番気

にしていたことは土一升金一升の場合、

プラザ/ケネス・スネルソン作「Tゾーン・フライト」

=4-

これは音の言い方だが、土地一杯に建て

ようとすることが経済効果を考えて当然

としているのか、どの町を訪れても判で

押したように患苦しい風景が展開してい

る。建てれば建てる程そうなるのだから

問題だ。興味の中心は他の地上階部分と

どうリンクしているかだ。ここに「」T
ビル」のランドスケープ感覚の躍如たる

ものがある。大法人ビル群が話し含いを

はじめた結果だろう。ささやかながらも

一患つける都心の場をつくつた。古来、

借景という見事な手法があるが、手法と

いうより、心根のありようと言つた方が

いい。都心部のどこかで動きが開始され

れば連鎖が起きる。「JTビル」は恐らく

連鎖に答えたのかもしれないが、同時に

連鎖が起きることを強く願つたに違いな

い 。 ロ

アトリウム

プラザ夜景 日建設計 亀丼忠夫氏



時代の華一輪
8aca会 員
日本画家

社団法人 倉J画会理事

工 藤 甲 人
平塚市花水台538
TEL0463 32 1760

考えて見ると世の中矛盾する事柄が非

常に多い。極端にいえばその矛盾がある

から、スムーズに動いているようにも思

える。たとえば革新と保守とか或いは良

いとか悪いとか。最も根本的なのは生と

死の矛盾だ。鶏の卵だつて考へて見ると

面白い。殻は中味を守るためにあるのだ

が雛は内側からそれを破るわけだからこ

れも力と力の矛盾の一つだ。

私は画家であるので、芸術の事を考ヘ

て見てもあらゆる芸術はやはり矛盾によ

って生成されてると思う。はやい話、絵

を描いてる時は全くの孤の中で仕事をし

ている。殆んど他の事は考える余地がな

い。然しである。その絵が完成近くなっ

てくると一寸違ってくる。今までの孤か

ら解放されて別な事を求めてくるように

なる。それは何かというと、
｀
自分のこの

感激を他に伝えたいという欲望である。

多くの人に理解されて、出来得れば自分

と同じ気持になつてもらいたいと。だか

らその発表の場として、個展とか或いは

どこかへ出品でもしてみようと思うよう

になつてくる。それは孤から普遍に連ら

なるという事で、孤と普遍は全く相反す

るものでやはり矛盾である。

これは勿論美術だけではない。芸術と

名のつく仕事はすべてそうである。たと

えば文学にしても、どんなにいい小説を

書いても読んでくれる人がいなければな

んにもならない。もしそれがベストセラ

ーにでもなつたらたいへんな喜びだろう

と思う。芝居にしても稽古の時は別とし

て 1人でやつたんではちつとも面白くな

いだろう。多くの観客を集めて公演して

ピンピン客席からの反応を受けると一層

熱演するという具合である。

このように芸術は全くの孤から出て後、

普遍性を持たないと評価されない特質を

持つている。絵画においても。たとえば

虚と実とか或いは夢と覚酉星、光と闇、そ

の他もろもろの相反するものの合体にこ

そすべてのものの機徴があるように思わ

れる。 ロ

「日月の聖鳥J市 J作のため陶板へ直描き/昭和61年大塚オーミ陶業信楽工場にて
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時代の華―輪
aaca会員
都市デザイン会議 日本インテリアデザイナー協会 A・  ASLA(USA)各 会員

株式会社 上山良子ランドスケープデザイン研究所 代表取締役所長

上 山 良 子
東京都新宿区信濃町31シ ヤトレ信濃町301
TEL03 3341 フ056

眼下に広がるエメラルドの海にくつき

りと輪郭を描いている楕円の環礁。タヒ

チから数百キロ離れた美しい環礁の島。

五年前ドクタースКップの掛かった身体

をこの楽園で癒しての帰路、機上からこ

の言語を絶する美しさに感動しつつも一

抹の不安を感じた。この青い海のなかに

繰り広がる海のランドスケープを我々の

次の、そしてまたその次の世代まで楽し

むことが果たして出来るのだろうかと。

最近ある一枚の報道写真があの思い出の

風景とぴたつと重なり、思わず背筋が寒

くなつた。まさか同じ島では。でも同じ

南太平洋の島である。また生態系の大き

な破壊が一国のエゴによりなされた。

我々ランドスケープアーキテクトは常

に自然環境の保護と開発とのせめぎあい

のなかで奮闘している。数百ヘクタール

の大規模の敷地を如何に上手に保存し、

その土地を如何に人が使わせて頂けるか

自然から許可をもらうというつもりで、

大地に耳を傾けて、計画したり、設計し

たりしている。使えるところの限られた

国だからこそ、如何に開発するかという

環境計画技術が生かされなくてはならな

い。一方地球のあちこちで為されている

異常なまでの1/‐境破壊の数々。ブラウン

氏の言う「子どもたちから借りている地

球に20世紀に我々の行つた行為のつけを

次の世代に回すべきではない。

N市から平和公園の設計を依頼された。

空襲で壊滅された同市が都市のなかの小

さな空隙を平和の願いをこめてモニュメ

ントを入れた公園にしたいということだ

つた。私は “場"のモニュメンタリティ
を提案した。 “場"そのものが訪れた人
々に何かを考えさせる空間を作る、瞑想

の場に出来たらという願いを込めて設計

したところである。来年終戦51年目の夏

にオープンする。隣接する川を取り込ん

で水の劇場をしつらえ、亡くなられた千

四百余名の魂を14本の光のフォリーと14

本の桜に託している。光ファイバーに託

された平和への希求のメッセージの矢は

戦後ず一つと市民の平和のシンボルとし

て親しまれてきた平和の像に集光され、

全世界へと放たれる。

フランスの哲学者故F ガタリはエコ
ロジーの問題は人と自然のエコロジー、

人と社会のエコロジー、そして人と人と

のエコロジーを三位一体として政治的に

考察するエコソフィの概念で解決してい

かなくてはならないと説いている。次の

世代に借りている地球を返す時のため、

我々一人一人の担つている責任は重い。

N市平 Tll公園

-6-



具志川市民慮J場は音楽と演濠Jの各用途を主目的とした 「響」と

「燈Jと いう2つのホールで構成されている。各ホールの上部に

は、沖縄特有の気候風土に対応するため大きなボール トの屋根

を架け、両妻はコンクリー トホローブロツク (花ブロック)/~
レースを桂卜けたようにIlxり つけ、屋根裏への通風とともに、視

党的な涼味を演出している。

具志り|1市民芸術劇場

「響ホール」外観夜景
設置場所 :沖縄県具志川市

雄
の江 122

浬槃像は、全長40m、 高さ ]lm、 丁度ニューヨークの自由の女

神を横にした大きさで約 300パーツに分害Jしたリン青銅のパネ
ルを内部構造に取付け、パネル FBRを溶接にて一体化した作品で

す。

浬槃像とは釈迦入滅の場面をあらわすもので、古くは法隆寺五

十塔内にも塑像として作られていますが、この像には優 しさが

浴れており、参拝者だれからも親しまれることを願つています。

「釈迦涅槃像」
設置場所 :福岡県篠栗町城戸
l100DinmH× 40000m mW

この新工場の敷地内から、工事中に縄文時代の遺跡が大量に発

堀された。長い文化の積み重ねの上に今が存在するということ

で、それら大地の中にうもれた歴史のエネルギーが、あたかも

隆起 したような力強さを表わ した。

「隆起」
設置場所 :

埼玉県美里町いカツ

デン美里工場中庭
900mmH×
2o00mmW×
150□ m「]D

欄ベアデザインアート取締役社長

8EA HAMAZAK

浜 崎 ベ ア
東京都文京区大塚323ア プラザフォレスト
TEL o3 3941 3203

現代のテクノロジーの進歩は止まるところを知らない。そんな

中での生活者がいかに心平和に穏やかに日々過す事が出来るか

21世紀へ向けての課題。モチーフは人々の交流の場にる、さわし

くいつも咲き誇るさくらを不変発色ステンレスで施 した。流通

センターは桜の名所でもある。

「チェリーロード」
設置場所 :平秋島東京流通セ ンター TRcア ールンホールロビー
3500mmH× 610□ mmW× 60m m D(裏 板含 )

頷 綿 紛
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株式会社A&T建 築研究所代表
SHINDO SHIGERU

進 藤 繁
東京都新宿区西新宿825
TEL 03 3369 8631
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場所 :東陶機器榊 新宿エルタワー25階 丁OTOス ーパースペース会議室

aaca会 員
彩布アーティスト

株式会社内丼昭蔵建築設計事務所代表

UCH‖ NOBU

内 井 乃 生
東京都千代田区六番町1312
TEL03 5275-0881

“彩布"を創り始めて20年になつた。

1970年代コンクリーに打ち放しのインテ

リアをモダンデザインだと賞賛する人と、

ガレージか高速道路の下で暮らすような

どと非難する人にわかれ、戦後の建築に

対する日本人の美意識が左右していた頃、

私は美しい布、使いやすい環境の布の必

要を感じ始めた。

特に、公団住宅の住生活と住意識の変

化について調査し、今和次郎先生より「飾

るJと いう人間の生活行為について哲学

するようにと言われていた。団地サイズ

と呼ばれた狭小日C造の八コの中につめ

込まれた人々の生活にうるおいと楽しき、

明るさをもたらすような強い布があれば

と考えつづけていた。ちようどその頃、

川島織物が倉」立記念文化事業のひとつと

して、テキストタイルスクールを市原の

工場裏に倉」設することになり、手織りに

よる人間性回復の学校の企画・設計・デ

ザインをすることになった。自分の手で

自分だけの布を織り出し、身近に置きた

いという人々の思いがあつたからである。

彩布発想の原点となつた作品 目黒不動前マンション 1977年

そして、テキスタイルスクール卒業生と

共に彩布スタジオを目黒不動前マンショ

ンの一室からスタートさせた。

真っ白い壁面に囲まれた一室で試作し

た彩布は赤色を主役とし、脇役を同系色

のオレンジ・ピンク・赤紫などで固め、

さらに対比の強い寒色のグリーン・ブル

ーなどを配し、明1央で動きのある彩布デ

ザインがスタートした。

パターンは建築空間に同調しながらも

動きと変化・リズム感を大切に、無機質

化した空間にうるおいと暖かさをもたら

し活性化する布、という願いを込めて“彩

布"と命名したのである。

当初、天丼の低い 。狭いという団地サ

イズを中心に寸法を設定した。長さ 180

センチ前後、幅30～60セ ンチの帯状のタ

ペストリーを 2本 3本と並べ、各々のパ

ターンが横につながつて半円が全円に、

三角形が四角形に変化するようにパター

ンを設定した。また、上下逆さにすると、

全く異なつたパターンに変形する面白さ

を楽しんだ。

パターンのユニツト化と、その組み合

わせと組み替えによる大幅な変化の妙 llk

を追い求めているうちに、日本の建築デ

ザイン界はポストモダンヘと足早に移行

し、再び19世紀以前の装飾がもてはやさ

れていた。

つくづくと思う。1945年以降の30年間

は、日本だけでなく世界全体がモダンデ

ザイン遊びに興じていたように思う。過

去の伝統文化、装飾などすべてを否定し、

simple is be〔丈のお題目を唱えつづけ

ていたのである。その結果昧気のない画

一的な建築空間に不満を持つ市民の声を

背に、無為無策のまま、旧き良きものを

再び引つぱりだし、何とかしようと焦っ

ていたのだと思う。

現在あるものは、過去のものとは似て

非なるものである。ポストモダンはア丁

ルデコでもライトでもない。モダンデザ

インを母として完熟させたい。“彩布"は

その昧つけのスパイスの一つとして新昧

でありたいと願う。

自の十字架を強い対比色の彩布6本の組み合わせにより構成
明治学院大学玄関ホール 1992年

ロ

１

幾

中庭に面した3面のガラス面に掛けた彩布 ―宮博物館 1989年

■|     =  ●・   

―

l l
透 りた lllの縦糸をメインカラーの赤色で横につなげたもの

熊本テクノポリスセンター 1988年
-8-
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第72回 1995年 7月 23日 0
aaca会員
株式会社 醸村才治郎商店 代表取締役

ISOMURA KOUNOSUKE

儀 村 浩之助
京都市下京区東本願寺前

TEL075 371 0579

儀村才治郎商店は、明治38年、私の祖

父・儀村才治郎 (明治10年生)が創業者

で、本店は京都駅近くの東本願寺の向い

側にあります。私どもの本業は屋形鍔と

tヽう職種で、神社やお寺の建築の装飾金

物の製造をいたしております。祖父の仕

事として東本願寺勅使門・御室仁和寺寝

殿・神戸長田神社本殿・平安神宮大鳥居

などが今日も残り、評価されております。

私はこの銃職の家に生まれ、子供の頃

は仕事場を遊び場所にして育ち、小学生

の頃からその仕事を手伝うようになりま

した。昭和12年の小学校卒業時に戦争が

始まり、軍需工場に人手がとられたため

に徒弟がいなくなり、中学校に通いなが

ら仕事をするようになりました。戦後―

時期、神社やお寺の新築が無くなり、仏

壇店を始めました。それから間もなく、

伊勢神宮の式年御造営 (第 53回 )が始まり、

金銅金物の調製のこ下命を受けました。

その後、東京の浅草寺本堂、川崎大師平

間寺本堂、明治神宮社殿復興、名古屋城

天守閣再建等の鍔金物を受注しました。

その頃に村野藤吾先生設計、仰大林組

施工による大阪・新歌舞伎座の工事が始

まり、大棟の飾り (原形は辻晋堂先生作 )

の仕事を受注しました。この仕事には予

算・納期・重量などの厳しい制約があり

まして、高さ約 4メ ートルの棟飾りを製

作するのにブロンズ製では重量オーバー

になり、その条件をクリアすることが出

来ませんでした。いろいろ工夫を凝らし

た結果、鋼材で骨組みを作り、鋼板の叩

き出しで型を整えることに成功しました。

電飾など難問題もありましたが、当時、

貴重品であつたステンレス製のビスを使

うこと、また、大変珍しい材料だつた工

ボキシ樹脂を使うことによつて、30有余

年経つた現在もその姿をとどめておりま

す。余談ではありますが、ニューヨーク

の自由の女神の修理の模様をテレビで見

たとき、偶然にも同じ工法であることを

知り、職人の考えることは、みな同じで

あると痛感した次第です。

吉田五十八先生との出会いは、東京駒

沢の三越シルバー八ウス内の食堂の天丼

工事でした。その頃、私どもはF tt Pに

よる建築部材を開発し、工事実績もあり

ました。しかし、天丼の面積が大きく、

FRPで 施工することが許可されません
でした。そこで、アルミ板の打ち出し加

工による製作を提案しました。工事担当

の清水建設いの所長さんもそのようなこ

とができるのか、と疑いを持たれました

が、私は「自動車のロールスロイスでも

大型の飛行機でもその曲面は金属板を打

ち出して作つています。手で作るかぎり

出来ないものはありましん。」と申し上げ、

その仕事を完成させました。吉田先生は

「絵に描いたように出来たね。」と評価し

てくださいました。

私は建築に関する学歴は全くありませ

んが、仕事を通じて立派な先生方の直接

指導を受けた幸せな男でこざいます。古

くは藤島亥治郎先生、岸田日出刀先生、

吉田五十八先生、村野藤吾先生、大岡買

先生、その他諸先生のお陰でいろいろな

仕事を残させていただき、図らずも平成

4年に第17回吉田五十八賞特別賞を拝受

することができました。

建築の装飾には長い歴史があります。

私の知る限りでは約5000年前、メソポタ

ミアの神殿建築で、柱の表面に赤と黒の

円錐状に焼いた無数の粘土で幾何学的模

様が施されたものがありますが、これが

建築の装飾の始まりだと考えています。

ブルーノ・タウトは伊勢神宮の社殿の

建築を装飾のない建築と評価しています

が、実際に神宮の社殿を間近に拝します

と、華麗な金銅金物によつて加飾されて

おります。しかし、それは非常に控えめ

で、必要な箇所にだけ金物を取り付けて、

装飾として応用されています。建築の装

飾は例えれば洋服のボタンのようなもの

です。ボタンは洋服の生地によつてその

色が決まり、デザインによってその大き

さが決まるものです。ボタンのために洋

服のデザインが変わることはあり得ない

ことです。このように控えめであつて、

建築にあつた鍔を作るのが、私どもの仕

事だと思つております。

私どもは常々「控え目の鋳は建築に華

を添える」ことを提言しています。どう

か皆様も「装飾は罪悪Jなどとお考えに

ならずに、建築に合つた装飾をお考えい

ただきたいと願つております。私自身、

今から何年生きるか分かりませんが、こ

れに徹して仕事をしていきたいと思つて

おります。 ロ

-9-



第 73回 1995年 8月 18日③
aaca会員
株式会社 ―竹辻か花 代表取締役

久保田 一 竹
東京都世田谷区北沢23618
03-3468-1919

思い起こせば20才の時、東京国立博物

館で室町時代の「辻が花染」との衝撃的な

出会い以来、私の人生は大きく変わった。

14才で手描友禅の道に入つた私は、20

の時にはすでに一人前の仕事をし、腕に

も自信が少なからずあつた。しかしその

「辻が花Jを見た時に、ますその名称も

初めて聞くし、何とも言えぬその幽玄さ、

そして精緻をつくした絞りと墨描。昔は

さぞ美しかつたであろうと思われる色彩。

またそれが350～ 360年経つた時FB3がかも

しだす「詫・寂」に私は魅了され、閉館

の時間になつたことも知らずに2時間以

上もその小切れを見入っていた。

守衛に閉館ですよと後ろから声をかけ

られ初めて我にかえった。その時の衝撃

は今も鮮明に覚えている。先人達は何と

美しい染物を制作していたのだろうか。

自分は今まで何をしていたのだろうか。

今までの自らの過信を恥じ、「辻が花」の

名称すら知らなかつた無知を恥じ、まる

で魔法にかかつてしまったかのように帰

宅した。

それからというもの何かにつけ 「辻が

花Jのことが頭に浮かび、私の挑戦が始

まった。想いは強いが、周囲の状況がな

かなかそれをゆるさず、その後世界情勢

は悪くなる一方だつた。そして太平洋戦

争勃発、召集、敗戦、そしてシベリアで

の 6年に渡るIβ留と研究どころではない

状態となつていった。

シベリアでの生活というのは口では語

りがたいものだが、連日、ラボータとい

うノルマのきつい仕事が課され、それも

厳寒の中でのラボータはまさに生き地獄

だった。毎日、戦友達が多数死んでいつ

た。食事はカステラ大の黒バンが一日に

3食のみ。生きていけるはずもなかつた。

遺体を埋葬するのも我々の仕事。真冬な

ど凍り付いた大地は岩よりも硬く、いく

ら掘ろうとしてもツル八シが弾き返され

る。何とか30om程掘って死者を埋め、そ

の上に土というより氷に近い土をかける。

春になるとその氷が解け、無残にも遺体

が現れてくる。自分も生きて帰れるとは

思つていなかった。そんな生活の中で唯

―私を慰めてくれたのがシベリアの大地

に沈む雄大な夕陽の美しさであった。日

本の家族を、そして自らの無念を思いつ

つ見る夕陽に私は人一倍強い想いをもっ

ていた。私の「光響・30連作Jが夕陽か
ら始まっているのもそんな理由からだ。

このような苦しさの中からでも自分は

生き延び、無事復員した。辻が花の研究

にあたりこの苦労が私の糧となった。な

ぜなら苦労も乗り越えられる自信があつ

たからだ。

帰国後、しばらくは友禅染で生計をた

て、 5年間の研究費を蓄えた。 5年あれ

ばイ可とかなるだろうと想つたのが甘かつ

た。研究は失敗の連続でとうとう蓄えを

すべて費やしてしまった。毎日の生活費

にも支障をきたすようになってしまった。

家内は遺産で受け継いだすべての宝石、

着物を売り払い支えてくれた。ここであ

きらめたらすべての苦労が水の泡になる。

家族の苦労が台無しになると思い、さら

に研究を続け、ある時何とも言えない「

染」が生まれた。

私の辻が花はこんな貧困と失敗の中か

ら生まれた。着物が買えずに同じ生地に

何度も何度も染料をかけていった。それ

がある時、色の中から色が出、色の奥か

ら色が出るといつた多色染めの美しさが

発見された。これが私の染の原点である。

現在、私の個展がワシントンDoCの ス
ミソニアン国立自然博物館で来年 4月 ま

で開催されている。同館始まって以来の

現代作家の個展という名誉ある展覧会と

なつたことに嬉しく思つている。またこ

の度のスミソニアン展において、オート

ナー館長より、一竹芸術には、今世紀に

生きる人類に対する大きなメッセージが

ある。それは、今、人類が忘れかけてい

る「自然の畏敬の念、敬意」であり、ひ

いては、それは、来たるべき二十一世紀

へ向けての人類最大のテーマではないで

あろうかというメッセージをいただいた。

この言葉を励みに、私は命の続く限り作

品を作り続けてゆきたい。     ■

燦



名作は、永遠なる響き。

日本の近代建築史ととむこ歩はこ資橋大理石。建築石材のパイオニアとして、後世に残る名建築に、

数々の足跡を残してましつました。日銀本店 (明治36年 )、 東京駅 (大正3年 )、 国会議事堂 (昭和

11年 )。近年では、東京芸術劇場、東京都庁、東京国際フォーラムほか、名だたる建築において、

外壁や内装の分野で貢献しています。上品で落ち着きのある質感、耐久力を秘めた安心感。大

古の眠り らヽ目覚めた石材は、未来に向ヤタて、永遠なるシンフォニーを奏で続けます。

SINCE  1901

YABASHI
矢 橋 大 理 石 株 式 会 社



等 賞 の 便 器
と注文 された ら、わた したちTOTOの 中では、このネオレストEXをおすすめ しま

1爾

‥
Ｉ
Ｊ
す。

一 等 賞 の理 由
①タンクのいらない水道直結タンクレス便器。噺 洗浄方式 (シーケンシャルバルプ方式 )」

の開発で、水道管と便器を直接つなげることに成功。夕)イクに水を貯める必要がないので

連続して流せるうえに、給水管もなく静か。1度に使 う水の量も、40%程節水できます。
②トイレ空間を広く使 えるローシルエット便器。タンクがない分、トインはスッキリ。収納や

窓が広く、大きく、タップリととれる訳です。③使い勝手がとてもいい多機能一体型便器。

ウォシュレット機能をはじめ、オゾン脱臭や室内暖房機能も装備。操作はじつに簡単で丸

※カタログむ希望の方は、住所。氏名・電話番号を記入の上
〒107東京都港区赤坂7337東 1陶機器株式会社 広告宣伝部「EX l」係までむ請求下さい。

NEC)REs丁
(ネ オ レス トEX)

TOTO





つねに前進する姿勢が、
新たなカタチを生み出します。

jlJF~

懺雰最大総プ国ンズ (燐青銅鋳物)
釈迦涅槃像 (全長41m/高さ]lm)平成七年九月完成

工芸美術品・神、仏具・鋳造・販売
非鉄金属全般・金、銀、銅、アルミ。銅合金、各種合金・製造販売

人と技術で、世界にトライ

雲理クロJEIコ球 レゼジ
=υ本社・工場/〒 934富山県新湊市奈呉の江12の2容 (0766)84 0001 FAX(o766)842000

東 京 支 店/〒 101東京都千代田区内神田1-15-15容 (03)3292-051l FAX(03)32956777
大阪営業所/〒 541大阪市中央囲u+10北漁l琳ビリレlF a(06)231 0222 FAX(06)2310199
新潟営業所/〒 950新 潟市下本戸 1丁 目542む (025)273 0001 FAX(025)2730119

施主 九州篠栗四国総本寺南蔵院
住職 林覚乗

原型制作 仏師 山高龍雲
監修 1育報彫刻家 菊竹清文
元請 新日本製鐵株式会社

鋳造

製作

ご
Ｚ

フ

ｄ
■
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八尾市平和モニュメント〈光の道じるべ〉

ステンレス

人と空間のコミュニケニション。

く田島〉の願しヽま、「人間銑

“

環境」

を創造することです。人の心を潤し、また

刺激する人間性豊力な空間雄 供する

ため、金属という素材樋 じQ螢男罐環

境デザインのニーズにお応えしています。

東京消防庁消防学校〈者F会のシルエット〉

アルミ、真鍮、本

OγηαπθηιαJ

三井本館・鎧戸

キャストプロンズ

Sなη

所沢航空発祥記念館

ステンレス

基班田 島 順 三 製 作 所
本 社 〒100東 京都千代田区永田町2143赤 坂東急ビル ● (03)358卜 6296

●東京(03)35816291● 大阪(06)2034151● 仙台 (022)22558440横浜(045)2]23281● 名古屋(052)5715231● 福岡(092)7717461● 四国(0878)629541● 神戸(078)3212561

0特販事業部(03)326090210デザイン室(03)56890878● 海外事業統括本部(03)35800021● 海外事業所:ロサンゼルス・タイベイ・ホンコン・シンガポール
・クアラルンプール・マニラ・ソウル・バンコク

Rθんグ


